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〔目的】低温 ，或に 棲息する細菌 に は 、 細胞膜の ア シ ル 鎖成 分と して ［［1イ コ サ ペ

ン タ エ ン 酸 （EPA ）や ドコ サ ヘ キ サ エ ン 酸 （DltA） な ど の 高 度 不飽和 脂肪 酸

（PUFA ）を持つ 菌株が知 られてお rp　，、 低温環境へ の 適 応 と PUFA と の 関 係に

つ い て 関心 が払われて い る 。 し か し 、 PUFA 生産細菌の 脂肪酸合 成 機 構 につ い

て は 不 明な 点が多い 。 本研 究で は細菌におい て PUFA が担 っ て い る生 理 機能 の

解 明 を 目 的 に ， そ の 且旨肪酸合成 に つ い て生化学的 、 分子 生物学的 に 検討 し た 。

〔結 果及 び考察】大揚菌や枯草菌などの 脂肪酸合成酵素遺伝子 （頽わ 遺伝子群）と

の ホモ 〔〕ジーを利用 して 、EPA 生産緇菌 Shevvane77a　sp ．　fiK−1 株か らは EPA 合成

酵素遺伝子群 、 D 卜iA 生産細菌 ルわr舶 偽 ノγ婬 η癜 　（レ7brxo那 ∂mう｛rs）MP −1 株から

は DHA 合成酵素遺伝子 群をク鵞
一

ニ ングし
つ
、これ ら遺伝子群の大腸菌における発

現を確認 した 。 更に 、 そ れぞ れの PUFA 生産細菌から 、
　 PUFA 合成酵素遺伝子群と

は別に fab遺佞 子群をクm − Zングした
2 ）
。一応、　PUFA 生産細菌を脂肪酸念成阻害

剤であるセ ル レニ ンを加え た培地で 培養する と 、 シ スーバクセン酸 （18：G）やパル ミ

トオ レイン酸 （G6 ：1）の減少とラ ヴ ‘1ン酸 （12 ：G ）（蓉たは ミ リス チ ン酸 （14 ：0））

の 増加及び EPA または DHA の 顕著な増加が覓 られた 。 この結檗は 、 16 ：1 と 18：t

に至る中鎖脂肪酸合威系 と PUFA 合成系が 、 それぞれ独立 に機能して いる ことを示 唆

して い る 。 しか し、 セル レニ ンの 添髄 によ っ て細胞の 乾 燥重量当た りの 中鎖脂肪酸の

総量は減少するが、 PUFA の 総蒹は増加するこ とから 、
　 PUFA 生産細菌の 2 つ の脂

肪酸合成系は 共 通の 初発物質 （プライ マ ー） 蓬利賂 して い ると：予想される 。

　PUFA 生産細 菌は 、 その PUFA 食 成酵素遺伝子 群 の 中 に既 知 の 酸 素 依 存型

脂 肪 酸 不 飽 和 化 酵素 遺伝 子 蕉 類 似 牲 を示 す配 列 を持 たな い こ と 、 嫌気条件で も

PUFA を合 成するとい う報告 3）がある こと二などか ら 、 全 く未知 の 脂 肪 酸 高 度 不 飽

和 化 機 構 を 持 っ て い る と考 え られ る。興 味 深 い こ と に PUFA 合 成 酵素 遺 伝 子 群

に は、 鎌 気 的 モ ノ 不 飽和 脂 肪酸 合 成 系 に お い て 、 二 璽 結合 を 導 入 す る際 に必 須

で あ る β
一
ヒ ド［コキ シデ カ ノ イ ル ーACP デ ヒ ドラ …ゼ （HDDI ） の 遺 転 子 と類 似

性 を示 す 2 つ の ドメイ ン が存 在 す る 。 我 々 は こ の HDD ドメ イ ン が PUFA 生 産

細菌 に お ける 脂肪 酸 の 高 度落 夐包和化 ！こ璽 要 な働 きを担 っ て い る と考 えて お り、

そ の 機能 解 析 を進 め て い る 。
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